
 



１
．
越
谷

こ
し
が
や

星ぼ
し 

増
岡
武
司 

 
 

夜
空
に
は
実
に
多
く
の
星
が
き
ら
め
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
越
谷
星
（
こ
し
が
や
ぼ
し
）」
と
名
前

の
つ
い
て
い
る
星
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

★
小
惑
星
「
越
谷
星
」
命
名
の
経
緯 

 

こ
の
星
は
、
札
幌
市
在
住
の
渡
辺
和
郎
（
わ
た
な
べ
・
か
ず
お
）
さ
ん
と
円
館
金
（
え
ん
だ
て
・
き
ん
）

さ
ん
が
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
二
月
十
一
日
に
共
同
で
発
見
し
た
も
の
で
す
。 

そ
の
小
惑
星
の
名
前
を
、
越
谷
市
が
市
制
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
付
け
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
い
き
さ
つ
は
、
財
団
法
人
・
日
本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
寺
門
邦
次
（
て
ら
か
ど
・
く
に
つ
ぐ
）
さ

ん
が
、
以
前
、
札
幌
市
在
住
の
渡
辺
さ
ん
の
発
見
し
た
小
惑
星
に
、
越
谷
市
在
住
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏

者
キ
ム
・
シ
ン
さ
ん
の
名
前
を
付
け
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
の
市
制
施
行
五
十
周
年
の
記
念
に
と
、
寺
門

さ
ん
が
渡
辺
さ
ん
と
越
谷
市
と
の
間
を
取
り
持
っ
て
下
さ
り
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

 

越
谷
市
で
は
、
こ
の
小
惑
星
の
名
前
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
呼
び
掛
け
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
や
一
般
市
民
か
ら
一
、
三
六
七
名
の
方
々
か
ら
八
三
二
種
類
の
応
募
が
あ
り
、
市
制
施

行
五
十
周
年
記
念
事
業
推
進
市
民
委
員
会
を
中
心
に
審
査
を
行
い
、
種
々
検
討
の
結
果
、
星
の
名
前
を
「
越

谷
星
」
と
決
め
ま
し
た
。
ち
な
み
に
「
越
谷
星
」
と
い
う
名
前
を
提
案
し
た
の
は
、
十
一
名
の
子
ど
も
た

ち
で
す
。 

 

こ
の
「
越
谷
星
」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
た
小
惑
星
は
、
発
見
者
の
渡
辺
さ
ん
が
国
際
天
文
学
連
合

に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
同
連
合
の
小
天
体
命
名
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

★
小
惑
星
「
越
谷
星
」
命
名
の
発
表 

 

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
一
月
三
日
、
市
立
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念

式
典
に
て
、
小
惑
星
を
発
見
し
た
天
文
家
の
渡
辺
和
郎
さ
ん
か
ら
越
谷
市
へ
「
越
谷
星
」
命
名
の
額
が
授

与
さ
れ
、
星
発
見
に
ま
つ
わ
る
お
話
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
板
川
市
長
（
当
時
）
よ
り
命
名
し
た
星
の
名

は
、
「
星
の
名
は
越
谷
星
」
と
発
表
が
あ
り
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

★
小
惑
星
「
越
谷
星
」
に
つ
い
て 

 

こ
の
小
惑
星
「
越
谷
星
」（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
）
は
、
５
．
３
８
年
で
太
陽
の
周
り
を

廻
り
、
推
定
直
径
は
十
二
～
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
発
見
さ
れ
て

い
る
小
惑
星
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
程
で
す
か
ら
、
「
越
谷
星
」
は
大
き
な
星
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
機
会
に
夜
空
の
星
に
思
い
を
深
め
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

★
小
惑
星
の
命
名
に
つ
い
て 

 

財
団
法
人
日
本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
と
、
小
惑
星
に
は
、
発
見
者
或
い
は
発
見
に
最
も
貢
献
し
た

観
測
者
（
機
関
を
含
む
）
が
命
名
で
き
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
現
在
で
は
天
体
の
中
で
唯
一
発
見
者
に

命
名
提
案
権
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 



 
ま
ず
、
新
天
体
と
思
わ
れ
る
天
体
を
二
夜
以
上
に
わ
た
っ
て
位
置
観
測
し
、
そ
の
観
測
結
果
が
小
惑
星

セ
ン
タ
ー
に
報
告
さ
れ
る
と
、
発
見
順
に
仮
符
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。 

 

仮
符
号
を
付
け
ら
れ
た
天
体
は
、
既
知
の
天
体
と
の
軌
道
の
固
定
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
終
的
に
軌

道
が
確
定
し
て
新
天
体
だ
と
確
認
さ
れ
る
と
、
小
惑
星
番
号
が
与
え
ら
れ
た
上
で
命
名
さ
れ
ま
す
。
発
見

者
は
小
惑
星
番
号
付
与
後
十
年
間
命
名
で
き
る
特
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。 

 

発
見
者
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
新
小
惑
星
の
名
前
は
国
際
天
文
学
連
合
の
小
天
体
命
名
委
員
会
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
ま
す
。 

 
 

命
名
候
補
案
は
左
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

・
十
六
文
字
以
内
（
ロ
ー
マ
字
） 

 
 

・
出
来
れ
ば
一
ワ
ー
ド 

・
発
音
可
能
な
も
の 

 
 

・
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の 

 
 

・
政
治
・
軍
事
に
関
連
す
る
事
件
や
人
物
の
名
前
は
没
後
百
年
以
上
経
過
し
、
評
価
が
定
ま
っ
て
か

ら
で
な
い
と
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

・
ペ
ッ
ト
の
名
前
は
好
ま
し
く
な
い
。 

 
 

・
命
名
権
の
売
買
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

本
文
作
成
に
関
し
て
は
、
主
に
越
谷
市
広
報
広
聴
課
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。 



現
在

石

落

期

確

の
が
、
今
と
な
っ
て
は
残
念
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 

日
の
生
ま
れ
）
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と

実
は
も
っ
と

も
っ
と
古
く
、
東
武
鉄
道
が
こ
の
地
に
開
通
し
た
三
年
後

の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
十
五
日
頃
の
午
前

二
時
頃
だ
と
い
う
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
隕
石
が
落
ち
た
時
期
が
確
定
で
き
な
い

大
正
二
年
九
月
〉
と
〈
桜
井
小
学
校
舎
竣
工
し
現
在
地
に
安
国
寺
よ
り
移
る
、
大
正
三
年
十

二
月
〉
と
の
間
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
三
年
十
月
頃
の
出
来
事
と
し
た
こ
と

に
は
矛
盾
は
な
い
が
、
別
に
も
う
一
つ
の
説
が
あ
る
。 

 
 

 

中
村
喜
八
氏 

 
 

 
 

 

中
村
勉
氏
の
祖
父
の
弟
（
明
治
三
十
五
年
十
二
月
十
一

日
の
生
ま
れ
）
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
実
は
も
っ
と

落
ち
た
隕
石
」
と
さ
れ
る
。 

 

昭
和
五
十
七
年
四
月
、
越
谷
市
桜
井
地
区
連
合
自
治
会
発
行
の
「
創
立
２
０
周
年
記
念
誌
」

の
中
の
『
戸
長
並
び
に
桜
井
村
歴
代
村
長
と
事
歴
』
の
年
表
の
中
に
、〈
大
里
中
村
新
之
助
氏

所
有
地
に
４
㎏
の
隕
石
落
下
、
同
家
に
保
管
〉
と
の
記
述
が
、〈
帝
国
電
灯
越
谷
営
業
所
開
設
、

大
正
二
年
九
月
〉
と
〈
桜
井
小
学
校
舎
竣
工
し
現
在
地
に
安
国
寺
よ

移
る
、
大
正
三
年
十

高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は
丁
度
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
っ
て
、
鉄
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
た
め
磁
石
が
よ
く
つ
く
。
今
で
も
中
村
家
の
家
宝
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
、
小
島
誠
氏
に
よ
る
と
、
大
正
三
年
十
月
頃
の
出
来
事
（
平
成
五
年
度
の
第
二
十

五
回
越
谷
市
民
文
化
祭
の
越
谷
市
郷
土
研
究
会
発
行
の
冊
子
の
中
の
小
島
誠
氏
著
「
越
谷
に

家
の
中
か
ら
外

イ
レ
に
行
っ
た
時

西
の
方
か
ら
物
凄
い
音
を
た
て
て
迫
る
も
の
が
あ
っ

て
、
す
ご
く
驚
い
て
「
お
化
け
だ
」
と
叫
び
な
が
ら
家
の
中
に
飛
び
込
ん
で
戸
を
閉
め
た
と

い
う
。 

中
村
喜
八
氏
は
、
そ
の
後
、
何
日
か
た
っ
て
恐
る
恐
る
耕
地
に
行
き
、
一
メ
ー
ト
ル
余
り

の
深
さ
に
な
っ
た
窪
み
の
中
に
石
を
発
見
し
た
。
そ
の
石
は
、
横
幅
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

番
地
に
住
む
中
村
喜
八
氏
（
現

勉
氏
の
高
祖
父

嘉
永
元
年
十
一
月
十
一
日
の
生
ま
れ

大
正
十
一
年
に
七
十
五
歳
で
亡
く
な
る
）
所
有
の
畑
（
東
武
線
の
東
側
の
大
里
四
七
四
番
地
）

に
隕
石
が
落
下
し
た
。 

す
ぐ
近
く
に
住
む
男
性
（
東
武
線
の
東
側
に
住
む
中
村
喜
八
氏
の
分
家
）
が
夜
明
け
前
に

家
の
中
か
ら
外
ト
イ
レ
に
行
っ
た
時
、
西
の
方
か
ら
物
凄
い
音
を
た
て
て
迫
る
も
の
が
あ
っ

 

当
時
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
会
長
だ
っ
た
小
島
誠
氏
（
故
人
）
の
調
査
と
隕
石
を
保
管

し
て
い
る
中
村
勉
氏
の
話
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

関
東
大
震
災
の
だ
い
ぶ
前
の
頃
、
東
武
線
の
西
隣
、
南
埼
玉
郡
桜
井
村
大
字
大
里
五
四
一

番
地
に
住
む
中
村
喜
八
氏
（
現
、
勉
氏
の
高
祖
父
、
嘉
永
元
年
十
一
月
十
一
日
の
生
ま
れ
、

２
．
越
谷
に
落
ち
た
隕
石 

生
出
弘
三 



 



る

 

 

ウ

さ
ま
ざ
ま
な
月
の
形 

 

月
の
形
と
し
て
は
、
日
（
太
陽
）
と
全
く
同
じ
円
形
の
ま
ま
の
例
も
あ
る
が
、
三
日
月
、
二
十
六
夜
の

月
、
或
い
は
、
円
形
の
中
に
更
に
小
円
を
描
い
て
月
を
表
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
月
の
図
案
が
見
ら
れ

る
。

 

日
月
は

初
期
の
庚
申
塔
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が

後
に
な
る
と
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
向
か
っ
て
右
側
が
日
（
太
陽
）
、
左
側
が
月
と
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
し
て
両
者
の
区
別
が

判
別
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
日
は
円
形
、
月
は
三
日
月
と
し
て
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。 

ウ
．
さ
ま
ざ
ま
な
月
の
形

イ

庚
申
塔
の
日
月 

 

庚
申
塔
の
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
日
月
は
、
中
世
に
盛
ん
で
あ
っ
た
日
待
（
ひ
ま
ち
）
・
月
待
（
つ
き
ま

ち
）
の
影
響
を
受
け
、
徹
夜
を
表
す
た
め
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

日
月
は
、
初
期
の
庚
申
塔
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
後
に
な
る
と
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

す
る
と

そ
の
報
告
を
も
と
に
判
断
し
て
寿
命
を
縮
め
た
り
す
る

そ
の
た
め
に

そ
の
日
は
三
尸
虫

が
身
体
か
ら
抜
け
出
る
機
会
を
与
え
な
い
よ
う
に
寝
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
庚
申
信
仰
は
、
江

戸
時
代
は
全
国
津
々
浦
々
で
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

イ
．
庚
申
塔
の
日
月

が
一
堂
に
会
し

徹
夜
し
て
歓
談
飲
食
し

夜
明
け
と
と
も
に
解
散
す
る
行
事
で
あ
る

そ
れ
は

人

間
の
体
の
中
に
潜
ん
で
い
る
三
尸
（さ
ん
し
）
と
い
わ
れ
る
三
匹
の
尸
虫
（
し
ち
ゅ
う
）
が
、
庚
申
の
日
の

夜
に
、
人
の
睡
眠
中
に
口
か
ら
抜
け
出
し
て
天
に
昇
り
、
そ
の
人
が
日
頃
犯
し
た
罪
を
天
の
神
に
暴
く
。

す
る
と
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
判
断
し
て
寿
命
を
縮
め
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ
の
日
は
三
尸
虫

の
石
仏
で
あ
る
。
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
「見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
」
の
三
猿
（さ
ん
え
ん
）が

見
ら
れ
、
そ
の
他
に
、
日
（太
陽
）・
月
や
鬼
、
時
に
は
雌
雄
の
二
鶏
（に
け
い
）も
見
ら
れ
る
。 

 

庚
申
信
仰
は
、
六
十
日
に
一
度
や
っ
て
く
る
干
支
（
え
と
）
の
庚
申
の
日
の
夜
に
庚
申
講
の
仲
間
た
ち

が
一
堂
に
会
し
、
徹
夜
し
て
歓
談
飲
食
し
、
夜
明
け
と
と
も
に
解
散
す
る
行
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人

加
藤
幸
一

ア
．
庚
申
塔
と
は
、 

 

腕
が
六
本
も
あ
る
青
面
金
剛
（
せ
い
め
ん
こ
ん
ご
う
）
と
呼
ば
れ
る
仏
様
を
本
尊
と
す
る
庚
申
信
仰

の
石
仏
で
あ
る
。
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
「見
ざ
る

聞
か
ざ
る

言
わ
ざ
る
」
の
三
猿
（さ
ん
え
ん
）が

３
．
庚
申
塔

こ
う

し
ん
と
う

と
日
月

に
ち

げ

つ 

加
藤
幸
一
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